
～グローバルWeb戦略策定から3年、 
      浮かび上がった次なる課題とは～  

ヤマハ発動機㈱ 

コーポレートコミュニケーション部 WEBグループ 

橋本 耕 

2016年9月2日 東京 

デジタルマーケティングを加速する
中長期シナリオ 



３本の音叉 
「製造」「販売」「技術」 
 
・お客さまの期待を超える〈価値の創造〉 
・社会的な〈責任の遂行〉 
・仕事をする自分に誇りが持てる〈企業風土の実現〉 

ヤマハ発動機の紹介 



ヤマハ発動機の紹介 

感動創造企業 
世界の人々に新たな感動と豊かな生活を提供する 
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エンジンの系譜 

1955年 2015年 



高い海外売上げ比率と事業の多軸化が特徴 

ヤマハ発動機の紹介 



ヤマハ発動機の紹介 



橋本 耕 
 
東京商船大学 航海学科卒（現東京海洋大学） 

 
 在学中、ＳＲ４００が愛車 
 
 
 
1990年秋 ヤマハ発動機入社 
 
ボート営業        ・・・8年 
マリン企画営業      ・・・4年 
全製品ＷＥＢマーケティング・・・６年 
コーポレートコミュニケーション部ＷＥＢＧｒ・・・7年     

自己紹介 



１．ヤマハ発動機企業サイト（グローバルサイト）運営 
 
２．日本製品サイトの統括と一部運営 
 
３．グループ全サイトの統括 
 －全体戦略・ガバナンス・拠点サイト支援 

コーポレートコミュニケーション部Webグループの役割 

企業サイト（グローバルサイト） 日本製品サイト 



コーポレートコミュニケーション部 
WEBグループ 

１．企業サイトの企画・運用 

２．事業サイトの統括・一部運用 

３．グループ全サイトの統括 

マネージャー 

各部門のWeb担当者（兼務） 
 

１．企業部門 約17人 
   （CSR・IR・リリース・採用など） 
２．事業部門 約39人 
  （バイク・マリンなど・・販売会社含む） 

海外グループ会社 
133サイト担当者 

国内グループ会社 
24サイト 56名 

ヤマハ発動機グループのWebサイト運用体制 

 
インフラ環境、アプリケー
ション、セキュリティ 

プロセスIT部 

サイト更新・運営 
システム開発 
Web制作会社管理、教育 

ＹＭＳＬ WEB Comms 

ガイドライン・ドメイン 

法務知財・情報開示 

サイトデザイン 

デザイン本部 

Web戦略会議（月2） 
→方針・共有・解決 

担当者会議、研修 →サイトの品質向上 



＜参考＞ビジョン策定：ヤマハ発動機ｗｅｂサイトの目指す姿 

ヤマハ発動機のWebサイトは、お客様の利益と自社の利益の創出を
目的に、全世界のステークホルダーから 

“What a cool /awesome website!” 
と評されるWebサイトを公開・運営することを目指す。 
 
そのために、世界の人々の多様なWebサイトの利用状況を考慮しな
がら、 最新のインターネット技術を積極的に活用することで、Web
サイトのSecurity（安全性）確保はもちろんのこと、“Quality
（質）, Hospitality（歓待）,Convenience（利便性）,Usefulness
（有用性）”の要素においてお客様の期待を超え、かつ他社のWeb
サイトより一歩先を行く新しい価値や経験を提供することを目指す。 

【感動創造企業を体現したWebサイト】 



＜参考＞ヤマハ発動機グループ「Webサイトガイドライン」 

Marketing area 
・各国が営業と連携しながら運用 

Corporate area 
必要に応じてローカライズ 

Global YAMAHA area 
全世界のヤマハグループが同じ 
  レベルで遵守 

構成要素 



Website security, 
Protecting personal information, 

VI (Logo) 

Legal compliance, 

CSR, Interface, SEO, 

Domain, Operation rules… 

EC, CRM 

Media Mix, 

SNS… 

＜参考＞ヤマハ発動機グループWebサイトの活動概念 

20XX 
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Vision 

Corporate 
Governance  

Marketing 



・ＷＥＢ戦略の振返り 
 
・これから 
 
・リニューアル 

今日、お話しすること 



ＷＥＢ戦略（2012年策定） 



ブランディング（認知・信頼・イメージ向上） 

   リクルーティング支援、投資家満足度向上、 

   社員満足度向上、経費削減、問合せ削減 

 

 

お客様の購入支援 
        ＢtoＢtoＣ お客様の購入支援、経費削減 

        ＢtoＣ   売上貢献、お客様の満足度向上 

        ＢtoＢ   売上貢献（営業効率アップ） 

                                お客様の満足度向上 

＜参考＞メーカーのWEBサイトの役割を再定義 



 ブランディング、広報活動、ＩＲ活動といったコーポレート活動は、全世界にむけてグローバルサイト
で展開し、各国における製品マーケティング活動は、それぞれの国のカントリーサイトで展開するよう
Webサイトの機能と役割を明確にします。 

グローバルサイト／企業サイト 
（英語、日本語） 

P.B. 
C.B. 
I.R. 
P.R. 
C.C. 
Recruit 

株主・投資家 

地域社会 

将来世代 

社員 

メディア 

取引先 

お客様 

就職希望者 

ターゲットユーザー 

P.B.:プロダクトブランディング 
C.B.:コーポレートブランディング 
I.R. :インベスターリレーションズ 
P.R. :パブリックリレーションズ 
C.C. :コーポレートコミュニケーション 
Recruit: 採用 

カントリーサイト／製品サイト 
（例 日本サイト） 

P.M. 
CRM 
C.S. 

P.M.:プロダクトマーケティング 
CRM:カスタマーリレーション 
C.S.：顧客サービス、顧客サポート 

＜参考＞企業サイトと製品サイトの役割の明確化 



＜参考＞企業／グローバルサイトのブランディングコンテンツ充実 

不足していたブランディングコンテンツを充実し、グローバルに企業価値向上に貢献できるｗｅｂ
サイト基盤を構築 

In Yamaha  
Style 

Showroom 

プロダクトブランディングコンテンツ 
グローバルにヤマハ発動機製品の魅力を伝える   
 ・Product Library 
 ・Communication Plaza 

コーポレートブランディングコンテンツ 
グローバルに感動創造企業としての魅力を伝える 
 ・Moving You 
   ・Resonating Worlds 
   ・Innovation（７月公開）    
 ・Vehicle Bento   
   ・Fun from Yamaha 

About Us 

For  
Investors 

Global 
News  
Center 

Racing 

Global 
Links 

現行販売製品の詳細は 
各国サイトの 
製品情報に誘導 

グローバルサイト 
（英語、日本語） 

赤字は 
新規コンテンツ 



企業サイトを全世界に向けたグローバルサイト、製品サイトを日本顧客に向けた日本サイトと位置づけ、
それぞれのターゲットに向けて認知向上を図ります。 

＜現状＞ ＜リニューアル＞ 

ドメイン名jp 

日本語サイトの英訳 

企業サイト＝グローバルサイト（英語、日本語） 
 

ドメイン名.com 
 

製品サイト／カントリーサイト 

企業サイト 
yamaha-motor.co.jp 

製品サイト 
yamaha-motor.jp 

グローバルサイト 
yamaha-motor.co.jp/global 

 国内製品サイト＝日本サイト 
yamaha-motor.co.jp 

＜参考＞サイト構造をグローバルに 

global.yamaha-motor.com 



＜参考＞WEBサイトの運営体制とガバナンス体制のあるべき姿          

グローバルサイト運営 

海外子会社-A 海外子会社-B 

地域統括拠点 

デザイン 
ガイドライン 

セキュリティ 
ガイドライン 

品質 
ガイドライン 

PL 
ガイドライン 

事業-A 事業-B 

ビジネスサイト運営 

カントリーサイト運営 

本社 

戦
略
途
上
国 

海外販売会社 

グローバルガバナンス主幹 

WEBグループ 

ブランド戦略推進、情報共有、マーケティング支援 

WEBサイトガイドライン整備 

リージョナルガバナンス 

Corporate Branding 
Corporate Marketing 
   (PR, IR, Recruit) 
Product Branding 
Gateway 

Product Branding 
Product Marketing  
Recruit 

Product Branding 
Product Marketing  
Recruit 

法務・ＩＴ部門 



活動内容 



企業／グローバルサイトトップページ 

748px 

1000px 

2013年リニューアル     

＜現状＞ ＜リニューアル＞ 

企業サイトトップページ 

感動創造企業をイメージ
させる写真を背景いっぱ
いに掲載 

950px（コンテンツエリア幅） 

スマホ、タブレットで
も直感的にわかりやす
く操作しやすいナビ
ゲーションボタン 

SEO対策＆利用者が見たい
WEBサイト内の情報を一覧
で探しやすくするための利
便性を提供 

・全ページデザイン変更 
・経費削減で予算捻出（分析ツール、エッジサーバー、サーバー） 



BtoC 

BtoB 

ブラ
ン
ディ
ング 

お客様
の購入
支援 

認知・興味喚起・共
感・ファン育成領域 

活動例_2015 

Ｐ国開設 

Ｎ国開設 

コマース売上げ
120％ 

ワイズギアＲＥ 

アシストＲＥ 
マリコム東海Ｒ

Ｅ 

個人投資家新設 

アセアンＤＭ 

100人モニター 

ＬＭＷ 

ＬＩＮＥスタンプ 
ＴＭＳ 

Ｇｌｏｂａｌ Ｙｏｕｔｕｂｅ 
Ｃｈａｎｎｅｌ開設 

ＭＴアニメ 

ＷＶ技術訴求 

Ｒｉｄｉｎｇ
Ｇｅａｒ 

ＨＩＳＴＲＹ 

ＳＥＲＯＷ30周年 

ＷａｖｅＲｕｎｎｅｒ
30周年 

ＰａｐｅｒＣｒ
ａｆｔ：Ｒ１ 

ＩＭ成約率向上 

ＪＷビジネスロードマップ 

主要部門のカスタマー
ジャーニー作成 

ビジネスロードマップ 

ＰＡＳＦＡＱ充実 

オフロードマニア連載 

Ｐｈｏｔ
ｏ 



社内外アンケート_2015 

身内（社員） 

ファン（ウェブカタログ請求
者等） 

一般（ウェブリサー
チ） 

身内（海外Ｇr社員） 

一般（グローバルサイト訪問
者） 

国内 海外 

5% 

5% 

5% 

41% 

44% 

45% 

42% 

40% 

38% 

9% 

8% 

8% 

4% 

3% 

3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2013

2014

2015

19% 

18% 

18% 

50% 

55% 

55% 

23% 

22% 

21% 

6% 

4% 

4% 

2% 

2% 

1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2013

2014

2015

4% 

8% 

7% 

34% 

41% 

42% 

48% 

40% 

42% 

10% 

8% 

7% 

4% 

3% 

2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2013

2014

2015

19% 

18% 

29% 

42% 

48% 

52% 

30% 

28% 

14% 

8% 

5% 

5% 

1% 

1% 

1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2013

2014

2015

19% 

28% 

29% 

42% 

38% 

51% 

30% 

24% 

14% 

8% 

8% 

5% 

1% 

2% 

1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2013

2014

2015

大変好感
が持てる 

好感が持
てない 



育成 

WEBグループの部門支援スタンス 

・戦略策定／目標共有 
・カスタマージャーニー 
・ビジネスロードマップ 
・企画サポート 

部門にWEB有用の理解促進 

部門と一緒に推進 

→期待・実感 

・部門の活動目標に 
・リソース確保 

部門自立 

・ヒアリング 
・部門・拠点・他社の活動紹介  
・社外講演斡旋 
・社内講演開催 
・会議、研修 



代表的な部門コンテンツ 

・WEBサイトが購入の決め手 8→14％ 
・お客様相談室の入電減 



予約状況 前年比150％ＵＰ 

会員制マリンクラブ「シースタイル」予約システムの改善 

ヘビーユーザーの声を徹底的に反映 

代表的な部門コンテンツ 



第14回国内ＷＥＢ担当者会議 

［目的］ 
 ○ガイドライン徹底 
 ○個々のサイトの役割・目的の再確認 (改善事例紹介) 
 ○デジタルマーケ関連知識の習得・向上 （基調講演） 
 ○出席者相互のコミュニケーション 

懇親会 



国内ＷＥＢ担当者研修_2013－2015 

【ウェブ活用力向上活動】 

2013年 4月 研修「サイト分析（初級編）」 
2013年 6月 研修「SEO（初級編）」 
2013年 9月 研修「サイト分析（中級編）」 
2013年10月 研修「SEO（中級編）」 
2013年12月 ウェブ担当者会議 
 
2014年3月 研修「サイト分析（初級編）」 
2014年6月 研修「SEO（集中編＃1）」 
2014年8月 研修「サイト分析（中級編） 」 
2014年10月 研修「SEO（集中編＃2）」 
2014年12月 ウェブ担当者会議 
 
2015年3月 研修「サイト分析（初級編）」 
2015年6月 研修「SEO（集中編＃1）」 
2015年8月 研修「サイト分析（中級編）」 
2015年10月 研修「SEO（集中編＃2）」 
2015年12月 ウェブ担当者会議 

＜延べ受講者数３２１名＞ 



（目的） 
先進国間で情報共有・相互補完・協力体制を構築し、グローバルでの競争力強化を目指す 
① 先進国サイトの運用体制が他国の手本となる 
② グローバルサイトの充実と有効活用促進が進む 
③ コミュニケーション手法の共有とセキュリティを含む安全なサイト運用等のナレッジ 

先進国ＷＥＢ担当者会議_2015 



中国リージョンＷＥＢ担当者会議_2016 

［目的］ 
 ○ガイドライン徹底 
 ○個々のサイトの役割・目的の再確認 (改善事例紹介) 
 ○デジタルマーケ関連知識の習得・向上 （基調講演） 
 ○出席者相互のコミュニケーション 



これから 



YAMAHA 

Dealer 

Web 
Site 

Social 
Media 

Customer 

お客様の80%は買うものを決めたのち店を訪問する 
※2014年ADL調べ 

お客様の変化 



ヤマハ発動機WEBサイトの変遷 

1997                2004                  2006   2000                      2002 

総ページ数16,000 
訪問者1,600万人/年  グローバル訪問者220万人/年 
男：女 9：1  年間2500回更新  

企業サイトのグローバル化／運用コスト見直し 

iPhone 

2007                 2009 2011 2013 

Blog 

スマホア
プリ 

ソーシャルメディア スマートフォン・ファースト 

デジタルマーケティング 

逆転 

ネット黎明期・企業情報 CRM リッチコンテンツ 

WEBマーケティング 



3つ目のビッグバンは 

人々の欲求を変えるイノベーション 



デジタルマーケティング中長期シナリオ 
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I o T 

世界中がつながる 

Social Media 

デジタルマーケティング 
（お客様への体験提供と対価） 

Timeline 



潜
在
顧
客
層 

認
知 

興
味 

比
較
検
討 

購
入 

推
奨
行
動 

継
続 

購
入 

コアターゲットの規定 
ペルソナ 

上記ペルソナの 
カスタマー 

ジャーニーマップを規定 

熱狂推奨者へ 

Evoked Set 
(想起) 

CRM・CS 
TVCM 

Satisfaction
（納得）  

WEB 

Social Media 

店舗 

デジタルマーケティングの全体俯瞰図 

PR 

Recommend
（推奨）  



デジタルマーケティングとは 

 
マーケティング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
デジタルマーケティング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
WEBマーケティング 
 
 
 
 
 
 
 

リアル 
（店舗など） 

現在マーケティング活動は 
WEBマーケティングからソーシャルメディアやデジタルメディア・店舗
等のリアルを組合せて、総合的にマーケティング活動を行うデジタル
マーケティングに移行し顧客体験を働きかけている 

メディア 

ソーシャル 
メディア 

自社 
WEBサイト 

複雑に絡
み合う 

企業などの組織が行うあらゆる活動のうち、「顧客が真に求める商品やサービスを作り、その情報を届け、顧客がその価値を効果的に得ら
れるようにする」ための概念である。また顧客のニーズを解明し、顧客価値を生み出すための経営哲学、戦略、仕組み、プロセスを指す。 
（Wikipedia） 



これからやること 

・本社と拠点の役割、ガバナンス戦略に変更なし 
 

  ブランディング・ガバナンス 
        ＜ デジタルマーケティング 
 
・教育・啓蒙活動推進 
 

  トライ＆エラー 意識の壁の撤廃 
 
・デジタルマーケティングのサイロをつなげる 



リニューアル 



40 

スマホ訪問率50％ 

スマホの直帰率60％ 

検索エンジンから流入減 
   （Ｇｏｏｇｌｅ脅威） 

自
社
の
課
題 

デバイスの変化と自社の課題 

スマホ 

PC 

自社サイト 

他
社
の
動
向 



目的と時期と方針 

目的： 当社の企業価値向上に向け、お客様の変化に対応したサイトの 
    基本設計を見直しブランディングとマーケティングの基盤を作る 

時期： 2016年12月吉日 

方針： 

①IoT時代を見据えたマルチデバイスへの対応 
 
お客様とのコミュニケーションのタッチポイントとして、スマートフォンや今後登場するデバイスで
も、お客様の期待を裏切らないサイトの技術的な改革を行う 

 
 

②コンテンツの不具合解消（役割明確化とサイト構成見直し） 
 
カスタマージャーニーをもとに顧客満足度が高く、ブランド好意度や購買意欲が高まる構成を導き出
し、サイト全体を再構成する 

対象： 企業サイト・日本製品サイト（1.6万ページ） 
レスポンシブ 



企業TOP 

コンポーネントを大量に準備 



部門を巻き込んだ活動 



リニューアルプロジェクトスケジュール 

 
8月 

 
9月 

 
10月 

 
11月 

 
12月 

 
1月 

 
2月 

 
3月 

 
4月 

 
5月 

 
6月 

 
7月 

 
8月 

 
9月 

 
10月 

 
11月 

 
12月 

マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
化 

★
基
本
デ
ザ
イ
ン
完
成 

 

★
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
完
成 

★
進
捗
報
告 

★
制
作
会
社
説
明
会
（５
） 

  

★
進
捗
報
告 

 

★
進
捗
報
告 

★
全
ペ
ー
ジ
完
了 

★
全
ペ
ー
ジ
公
開 

★
最
終
報
告 

 

不
具
合
解
消 

（
構
造
見
直
し
） 

開
発
・イ
ン
フ
ラ 

2015 2016 

第三弾制作 

第二弾制作 

第一弾制作 

テンプレートデザイン制作 

全体方針策定 

コンテンツ改善
方針策定 

デザイン業者選定 
（デザイン本部協力） 

要件定義 設計 

カスタマージャーニー作成 

最終チェック 

テンプレート開発 

★決済 

ガイドライン作成 

部門制作説明 部門方針説明 

コンポーネント制作 

SSL移行 

新・旧サイト 
併用期間 

クラウド移行 

第１フェーズ（企画･準備） 第２フェーズ（制作） 第３フェーズ（調整） 

動的サイト再構築① 動的サイト再構築② 

本番検証 



・直帰率低減 
 
・お客様客観評価 
 
・部門毎の売上げ貢献 
 
・グループへの技術提供 

リニューアルのKPI 



ご静聴ありがとうございました 


